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山梨県甲斐市で、AI オンデマンド交通と既存公共交通である鉄道や路線バス・コミュ

ニティバスとの乗換利便性を高めることを目的として、単なる交通の乗り継ぎスポット
としての役割だけではなく、時間消費や待合ができる拠点としての機能をもつモビリテ
ィハブを駅に設置する実証実験を実施した。 
設置前後のモビリティハブ設置エリアの人流データ・AI オンデマンド交通の利用状況

比較により、芝生や椅子、テーブル、物販ブースの機能導入によって当該エリアの利用者
数・滞在時間の増加や利用者属性・滞在場所に変化が生じることが分かった。さらにモビ
リティハブがある停留所を目的・経由地とする AI オンデマンド交通の利用数が実証期間
前と比較して増加したことから、AI オンデマンド交通の利用促進にも効果があることが
示唆された。本研究によって、今後のモビリティハブ設置に活用可能な知見が得られた。 
 


